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今号の
主な内容

2
～
5
面

多子世帯への保育料軽減、21年度新入学

の学校選択制度の主な日程… 2 面/ 都
営住宅(家族・単身者)入居者募集… 4 面

6
～
7
面

高齢者の自分らしい生活を支援しま
す… 介護予防事業・地域密着型サー
ビス・介護保険外高齢者サービス

8
～
1
1
面

こどもエコクラブのメンバーにな
ろう… 8 面/ 催し物… 9 ・10面/
輝けあだち人、区政Q&A ・・・11面

12
面家庭福祉員( 保育ママ) 募集

皆 さん に約 束し ます

信頼される区政運営
職
員
の
不
祥
事
根
絶
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
有

識
者
や
区
民
を
含
め
た
「
職
員
の
不
祥
事
根
絶
対
策
懇
談

会
」。
そ
の
提
言
内
容
に
基
づ
き
、区
で
は
、具
体
策
を
ま

と
め
て
早
速
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
行
動
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

哺
昨
年
の
研
修
風
景
。
よ
り
内
容
を

充
実
し
て
い
き
ま
す

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に

昨
年
1
1
月
、
区
職
員
の
不
祥
事

発
生
の
際
に
、
近
藤
や
よ
い
区
長

自
ら
が
、「
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
」「
自
浄
作
用
が
働
く
の

が
組
織
の
あ
る
べ
き
姿
」
と
、
再

発
防
止
に
最
大
限
の
努
力
で
臨
む

こ
と
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
ま
し
た
。
そ
し
て
わ
た
し
た
ち

は
、
一
日
も
早
く
区
民
の
皆
さ
ん

の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
区
政
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
動
き

出
し
ま
し
た
。
不
祥
事
を
な
く
す

た
め
、
国
よ
り
一
段
高
い
倫
理
規

範
や
自
己
規
制
を
持
つ
こ
と
を
約

束
し
た
足
立
区
が
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

具
体
的
に
何
を
始
め
た
の
か
、
そ

の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

明

る

く

信

頼

さ

れ

る

職
員
に
な
り
ま
す

職
員
の
意
識
改
革
と
一
層
の
資

質
向
上
、
そ
し
て
、
明
る
く
風
通

し
の
よ
い
組
織
へ
の
変
革
を
目
指

し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

□
明
日
に
向
か
っ
て
経
験
を
活
か

す
過
去
の
経
験
を
常
に
振
り
返
り

今
日
の
行
動
に
活
か
す
こ
と
が
不

祥
事
根
絶
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
(
法
令

遵
守
)
電
子
掲
示
板
」
を
設
け
、

様
々
な
事
例
や
情
報
を
職
員
全
員

で
常
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。ま

た
、「
庁
内
電
子
会
議
室
」で

は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
区
政
に

関
す
る
意
見
や
提
案
を
積
極
的
に

出
し
て
い
け
る
よ
う
に
仕
組
み
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

□
組
織
風
土
と
職
員
意
識
を
改
革

政
策
を
提
言
し
て
活
発
な
議
論

を
行
う
研
修
や
組
織
力
を
強
化
す

る
た
め
の
職
場
研
修
に
よ
り
、
前

例
に
捕
ら
わ
れ
な
い
発
想
で
自
由

な
意
見
交
換
が
で
き
る
組
織
風
土

と
、サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い
う
目
標

に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
る
組
織
を

つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

関
す
る
具
体
的
な
事
例
を
討
議
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
の
意
識

を
向
上
さ
せ
る
職
場
研
修
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
採
用
か
ら
3
年

間
の
能
力
強
化
研
修
な
ど
に
よ

り
、
区
民
の
視
点
で
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
を
全
職
員
に
徹
底
し
ま

す
。

区
民
の
皆
さ
ん
との
情
報
の

共
有
化

「
職
員
の
懲
戒
処
分
等
に
関
す

る
公
表
基
準
の
運
営
方
針
」
を
策

定
し
、
公
表
の
考
え
方
や
方
法
な

ど
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
区
民
の

皆
さ
ん
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
は
、
区
政
運
営
に
は

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
何
か
重

大
な
事
件
・
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
に
は
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
迅

速
に
包
み
隠
さ
ず
区
民
の
皆
さ
ん

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。区
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
良
い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
あ
り
の
ま
ま
を
、
時
間

を
置
か
ず
に
お
知
ら
せ
し
、
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

常
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
す

こ
こ
に
挙
げ
た
内
容
は
、
現
在

ま
で
に
具
体
化
さ
れ
た
一
部
で

す
。
今
後
も
さ
ら
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

職
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
自
己
進

化
を
し
て
い
き
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

に
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
、
ま

た
、信
頼
さ
れ
る
区
政
運
営
の
た

め
に
全
力
で
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
、改
め
て
お
約
束
し

ま
す
。

こ
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
広
報
係
へ

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

皆さんの声 を聞きました
[ >竹の塚在住・20代男性・大学生
「今後、研修を通して職員の意識が高くな

り、区政に反映されていくのかどうかはわか
りませんが、今のままでは足立区は良くなっ
ていかないと思います」

【>小台在住・70代女性・主婦
「昨年不祥事が数件あり、心を痛めていま

したO区民のためにがんばって欲しいです

ね」
[ >足立在住・30代男性・会社員
「普段、日中は区外で仕事をしていますO

なかなか区のことはわかりませんが、国や自
治体の職員は、日ごろから住民のことを考え
て行動をすべきだと思います」

名
誉
区
民
・
志
村
文
藏
氏
逝
去

4
月
2
日
、
志
村
文
藏
氏
が
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

志
村
氏
は
、
昭
和
3
7年
に
足
立

一
丁
目
町
会
長
に
就
任
し
て
以

来
、
永
年
に
わ
た
り
住
民
福
祉
の

向
上
と
、
ま
ち
の
発
展
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

昭
和
5
5年
か
ら
昭
和
5
9年
ま
で
町

会
連
合
会
会
長
と
し
て

、
町
会
・

自
治
会
活
動
の
進
展
に
力
を
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
4
年
1
0月
、

氏
の
社
会
文
化
興
隆
へ
の
貢
献
、

区
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
を

た
た
え
、
名
誉
区
民
の
称
号
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

享
年
1
0
5
歳
・
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
主
な
経
歴

町
会
連
合
会
会
長
/
足
立
区
民
憲

章
推
進
協
議
会
会
長
/
東
京
都
清

掃
協
力
会
連
合
会
会
長

葦

立
ち

区
長
交
際
費
の
さ
ら
な
る
改
正

が
必
要
と
な
り
、
区
民
の
皆
様
の

ご
理
解
を
頂
戴
い
た
し
た
く
、
一

言
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
年
末

年
始
は
お
招
き
頂
く
会
合
が
重
な

り
、
一
日
に
何
力
所
も
掛
け
持
ち

と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
ご
ろ
区
政
に
対
し
て
多

大
な
ご
協
力
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
皆
様
に
、
ほ
ん
の
少
し
の
時
間

で
も
お
目
に
掛
か
っ
て
一
言
な
り

と
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
、
そ

ん
な
思
い
で
で
き
る
限
り
出
席
の

方
向
で
調
整
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
た
び
東
京
地
裁
は

目
黒
区
長
の
交
際
費
に
関
す
る
　

「
挨
拶
程
度
で
退
席
す
る
場
合
、

区
政
の
現
状
や
取
組
状
況
を
区
民

に
十
分
伝
え
ら
れ
た
と
は
言
え

ず
、
区
長
交
際
費
の
支
出
は
違
法

で
あ
る
」
と
の
訴
え
に
「
違
法
と

は
言
え
な
い
も
の
の
、
疑
問
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
」
と
の
判
決
を

出
し
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
こ
の

判
決
を
受
け
、
今
後
は
会
合
が
重

な
り
十
分
な
出
席
時
間
が
取
れ
な

い
場
合
に
は
、
会
費
を
お
支
払
い

し
な
い
代
わ
り
に
、
席
を
設
け
て

い
た
だ
か
な
い
よ
う
お
願
い
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ー
カ
所

に
腰
を
落
ち
着
け
て
理
解
を
深
め

る
と
い
う
の
も
一
つ
の
考
え
方
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
任

期
中
一
度
も
お
邪
魔
で
き
な
い
会

合
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
た
と

え
席
が
な
く
と
も
、
お
一
人
で
も

多
く
の
区
民
の
皆
様
に
お
目
に
掛

か
る
べ
く
、
今
後
も
積
極
的
に
活

動
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

初
め
は
違
和
感
を
持
た
れ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

足
立区長
　
近
藤
や
よ
い

東京都24時間医療機関案内｢ひまわり｣
※ 医療機関・診療時 間などの情報をいつでもお 知らせし てい ます。

5272- 0303 HP　ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/
携帯　ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/ kt /
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込 み記入例】

切

手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( 〇〇は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス はht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先。
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

子
育
て
・
教
育

一
時
保
育
が
1
時
間

5
0
0
円
に
な
り
ま
し
た

保
護
者
の
通
院
や
急
な
外
出

時
、
気
分
転
換
し
た
い
時
な
ど
に

一
時
保
育
を
利
用
で
き
ま
す
。
く

わ
し
く
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
実
施
施
設
等
=
表
1

利
用
料
金
=
1
時
間
あ
た
り
5
0
0

円

表1 一時保育実施施設等一覧
□ 認可外保育施設・認可保育室の一時保育問先=保育計画係電話3880―5873

※ 延長時間の設定や料金なごは施設により異なります。
※ 給食やおやつ代は、別途必要になります。

□ ホームサポート事業での一時保育問先=こども家庭支援センター電話3606- 1333

※ サポータ ーが自宅に伺います。

東
京
都
認
証
保
育
所

A
型
の
開
設
を
希
望

す
る
事
業
者
募
集

多
様
化
す
る
都
市
型
の
保
育
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
東
京
都
認

証
保
育
所
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
東
京
都
認
証
保
育

所
A
型
の
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
対
象
)
2
0
年
1
0
月
か
ら
1
2

月
ま
で
に
開
設
で
き
る
個
人
ま
た

は
法
人
(
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式

で
の
開
設
は
不
可
)
応
募
期
限

=
6
月
3
0
日
(
月
)
※
応
募
条
件
、

整
備
対
象
地
域
、
応
募
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

保
育
計
画
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
軽
減

□
認
可
保
育
園
保
育
料
の
多
子
軽

減
を
拡
大
し
ま
す

子
育
て
世
帯
の
経
済
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
認
可
保
育
園
の
保

育
料
の
軽
減
対
象
を
拡
大
し
ま
す

(
図
1
)
。
対
象
=
2
0年
4
月
分

か
ら
認
可
保
育
園
に
入
園
し
て
い

る
児
童
と
同
一
世
帯
の
児
童
が
、

同
時
に
幼
稚
園
ま
た
は
認
定
こ
ど

も
園
(
足
立
区
内
に
は
あ
り
ま
せ

ん
)
に
入
所
し
て
い
る
世
帯

申

込
=
減
額
申
請
(
所
定
の
申
請
書

に
兄
姉
が
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
に
在
園
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
証
明
書
を
添
付
)
の
手
続
き
が

必
要

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。
問
先
=
入
園

事
務
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

□
4
月
か
ら
新
た
に
家
庭
福
祉
員

保
育
料
の
多
子
軽
減
を
始
め
ま
し

た対
象
=
複
数
の
子
ど
も
を
家
庭
福

祉
員
(
保
育
マ
マ
)
に
預
け
て
い
る

生
計
を
同
一
に
す
る
世
帯

内
容
=

最
年
長
児
以
外
の
受
託
児
の
保

育
料
を
1
万
円
減
額

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
保
育
計
画
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

図1 認可保育園保育料多子軽減要件例( 3 人の場合)

2
1年
度
新
入
学
の
学
校

選
択
制
度
の
主
な
日
程

2
1年
度
に
区
立
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
新
1
年
生
に
つ
い
て
、

表
2
の
日
程
で
学
校
選
択
制
度
を

行
い
ま
す
。
※
新
1
年
生
以
外

で
も
、他
の
市
区
町
村
か
ら
の
転

入
ま
た
は
区
内
転
居
で
学
校
を
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

学
校
選
択
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
問
先
=
就
学
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

表2 学校選択制度の主な日程

5
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
5
月
1
7日
出
、
午
後
3
時

～
5
時

※
受
け
付
け
は
午
後
4

時
3
0分
ま
で

場
所
=
足
立
区
医

師
会
館
(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

対
象
=
B
C
G

、
ポ
リ
オ

を
除
く
各
予
防
接
種
の
法
定
年
齢

内
の
子
ど
も

※
麻
し
ん
に
つ
い

て
は
M
R
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
と

な
る
場
合
あ
り
。
当
日
、予
防
接

種
相
談
も
受
け
付
け

申
込
=
母

子
健
康
手
帳
、予
防
接
種
予
診
票

を
持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴
で
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
足
立
区

医
師
会
(
当
日
、
午
後
3
時
～
5

時
の
み
)

電
話
(
3
8
8
0
)
1
8
6
6

区
・
健
康
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

5月の献血
受け付け時に、運転免許証や保険証なご、

本人確認ができるものを提示してください。

5月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。 ≪健康推進課≫

※ いずれも、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
　
5月
の
予
定

※ 麻しん( はしか) の抗体価検査を、健康相談日に行っています( 有料)。くわしくは保健総合センターにお問い合わせください。

区役所へは電車やバスを利用してください
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

高
齢
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る

「
世
帯
主
」
の
取
り
扱
い

世
帯
主
が
会
社
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、
世

帯
員
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
(
被
保
険
者
)
が
い
る

と
、
保
険
証
で
は
「
被
保
険
者
で

な
い
世
帯
主
」
(
以
下
、「
擬
制
世

帯
主
」
)
と
表
示
さ
れ
ま
す
。
届

け
出
に
よ
り
被
保
険
者
を
国
民
健

康
保
険
制
度
上
の
世
帯
主
(
以

下
、「
国
保
主
」
)
に
変
更
で
き
ま

す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
世
帯
:
擬
制
世
帯
で
あ

り
、
国
保
主
へ
の
変
更
を
希
望
し

て
い
る
/
擬
制
世
帯
主
の
同
意
が

あ
る
/
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

/
国
保
主
に
変
更
し
た
後
も
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
が
確
実
で
あ

り
、
各
種
届
け
出
を
確
実
に
行
え

る
こ
と
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
運

営
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

/
学
・
遠
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
が
国
保
主
で
は
な
い
※
住

民
票
上
の
世
帯
主
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
く
わ
し
く
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問

先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係
電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

健
康
・
衛
生

う
つ
病
の
専
門
相
談

を
始
め
ま
し
た

日
時
等
=
毎
月
2
5日
号
の
あ
だ
ち

広
報
2
面
に
掲
載
さ
れ
る
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
を
参
照
※
要
事
前
予

約
対
象
)
区
内
在
住
で
、
う
つ

病
が
心
配
な
方
、
受
診
す
る
か
を

悩
ん
で
い
る
方
、
今
の
治
療
で
良

い
の
か
心
配
と
い
う
方
と
そ
の
家

族
、
関
係
機
関
な
ど
内
容
=
う

つ
病
専
門
の
精
神
科
医
に
よ
る
相

談
。
1
回
3
0
分
。
必
要
に
応
じ

て

、
家
庭
訪
問
し
、
相
談
も
可
能

申
・
問
先
=
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
2
面
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

日
時
=
5
月
2
4日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
関
節

リ
ウ
マ
チ
で
困
っ
て
い
る
区
民
お

よ
び
そ
の
家
族
、関
係
者
な
ど

内
容
=
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
新
し
い

薬
物
療
法
の
実
際
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て

講
師
=
田
村
直
人
氏

(順
天
堂
大
学
医
学
部
膠
原
病
内

科
准
教
授
)
定
員
=
8
0人
(
4

月
2
6日
か
ら
先
着
順
)
申
込
)

電
話

申
・
問
先
)
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

電
話
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

う
つ
病
家
族
教
室
(
4
日
制
)

日
時
等
=
5
月
1
2日
…
病
気
の
理

解
/
6
月
1
6日
・
:治
療
の
基
本
/
7

月
2
8日
・
:回
復
に
役
立
つ
社
会

制
度
/
8
月
2
5日
・
:認
知
療
法

※
い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分

対
象
=
家
族

の
う
つ
病
で
悩
ん
で
い
る
方

講

師
=
山
口
律
子
氏
(
う
つ
・
気
分

障
害
協
会
代
表
)
ほ
か

定
員
=
4
0

人

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

電
話
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

講
演
会
「
肺
が
ん
の
予

防
と
最
新
の
治
療
」

日
時
)
5
月
2
2
日
㈲
、
午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
対
象
=
呼
吸
器
障

害
の
あ
る
区
民
お
よ
び
そ
の
関
係

者
な
ど
内
容
=
呼
吸
機
能
障
害

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
/
生
活
習

慣
と
肺
が
ん
の
か
か
わ
り
講
師

=
弦
間
昭
彦
氏
(
日
本
医
科
大
学

第
四
内
科
主
任
教
授
)
定
員
=

1
0
0
人
(
4
月
2
6
日
か
ら
先
着
順
)

申
込
=
電
話
申
・
問
先
=
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室
　
　
電
話

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
』

こ
ど
も
の
日
は
銭
湯
へ
行
こ

う
!
～
し
ょ
う
ぶ
湯
～

日
時
=
5
月
5
日
㈲

場
所
=
区

内
の
各
銭
湯

費
用
=
▽
小
学
生

以
下
・
:無
料

▽
6
5歳
以
上
:
2
1
0

円

▽
そ
の
ほ
か
の
方
(
中
学
生

以
上
)
:
4
3
0円(
通
常
料
金
)

申

込
=
当
日
、
番
台
か
フ
ロ
ン
ト
で

年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
※

証
明
書
は
不
要

問
先
=
衛
生
管

理
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

医
療
安
全
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す

5
月
か
ら
足
立
保
健
所
生
活
衛

生
課
に
「
医
療
安
全
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
ま
す
。
日
時
等
=
月

～
金
曜
日
(
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
)
、
午
前
9
時
～
正
午
お
よ

び
午
後
1
時
～
午
後
4
時
3
0
分

内
容
=
医
療
に
関
す
る
こ
と
で
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
こ
と
や
、
区
内
の
診
療

所
・
歯
科
診
療
所
な
ど
に
関
す
る

相
談
や
苦
情
に
つ
い
て
、
専
門
の

相
談
員
(
看
護
師
)
が
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
方
法
=
電
話

※

相
談
時
間
は
I
人
3
0分
ま
で
。
秘

密
厳
守
。
な
お
、
医
療
行
為
に
お

け
る
過
失
や
因
果
関
係
の
有
無
、

責
任
の
所
在
の
判
断
・
決
定
や
、

医
療
機
関
と
の
紛
争
の
仲
介
・
調

停
は
で
き
ま
せ
ん
。
相
談
先
=

医
療
安
全
相
談
窓
口

電
話
(
3
8
8
0
)
5
4
7
5
　

病
院
に
つ
い
て
の
相
談
・
苦
情

は
、
東
京
都
の
「
患
者
の
声
相
談

窓
口
」
で
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
先
=
都
・
患
者
の
声
相
談
窓
口
　
　
電
話

(
5
3
2
0
)
4
4
3
5
u

問
先
=
区
・
医
薬
衛
生
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
3
6
2

7
3歳
以
上
の
区
民
に

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
5
月
2
日
面
・
1
6
日
向

:
爭
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
分

室
(
千
住
旭
町
9
-
1
6
)
/
5
月

1
3
日
㈹
・
2
7
日
㈹
…
竹
の
塚
障
害

福
祉
館
受
付
時
間
=
午
前
9
時

1
0
分
～
午
後
3
時
1
0
分
定
員
=

各
日
4
8
人
(
当
日
先
着
順
)
申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ
※
貴
重

品
は
各
自
で
管
理
し
て
く
だ
さ

い
。
問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係
　
　
電
話

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

多様なニーズに応えます 「東京都認証保育所」
都の定める基準を満たし、認証を受けた「東京都認証保育所」は、

民間企業などが運営し、月ぎめの保育以外に「休日保育」「年末保育」　
「一時保育」などの多様な保育サービスを行っています。保育契約
は、希望する保育所との直接契約なので、区への入園申し込みは不要
です。区内の認証保育所は表3のとおりです。月ぎめ保育利用者に
は、足立区認証保育所等利用者助成制度による助成が行われていま
す。くわしくはお問い合わせください。問先=保育計画係
電話3880―5873
表3 区内の東京都認証保育所一覧( 20 年4 月1 日現在)

※ 一部の施設では、受入可能年齢を超えこも児童の受け入れを行っています。XA
型は、O歳から就学前まで( 一部例外あり) を保育できる大型保育所です。

B型は、O歳からおおむね2 歳まで( 一部例外あり)の小規模保育所でj 。

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

～
家
族
で
よ
く
噛
む健

口
づ
く
り
～
　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
よ
く

目
に
す
る
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
(
内
臓
脂
肪
症
候
群
)
。

こ
の
予
防
に
よ
く
噛
む
こ
と
が
効

果
的
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
?

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ

と
で
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。

▽
旱
食
い
を
防
止
し
、
満
腹
感
が

得
ら
れ
る

▽
ヒ
ス
タ
ミ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
、
食
欲
が
抑
制
さ

れ
る

▽
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
代
謝

が
活
発
に
な
り
消
費
カ
ロ
リ
ー

が
増
加
す
る

実
際
に
よ
く
噛
む
こ
と
は
リ
バ

ウ
ン
ド
し
な
い
肥
満
治
療
と
し
て

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く

子
ど
も
の
肥
満
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
5
9年
と
平
成
1
7年

を
比
較
す
る
と
、
約
2
0年
あ
ま
り

の
間
に
、
小
学
1
年
生
か
ら
中
学

3
年
生
の
、「
肥
満
傾
向
」
の
児

童
・
生
徒
は
約
1
。
5倍に
増
え
て
い

ま
す
。「
旱
食
い
」
と
「
肥
満
」

に
つ
い
て
あ
る
小
学
校
の
5
年
生

を
対
象
に
調
査
し
た
結
果
を
見
る

と
、
旱
食
い
の
子
ど
も
と
一
口
の

量
が
多
い
子
ど
も
ほ
ど
、
肥
満
度

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

□
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

「
食
べ
方
」
の
習
慣

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
経
験
や
学

習
に
よ
っ
て
身
に
付
い
て
い
く
も

の
で
す
。
家
族
で
食
卓
を
囲
み
、

お
い
し
く
味
わ
い
な
が
ら
食
事
を

す
る
こ
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
の

成
長
を
促
し
、
生
涯
を
通
し
た
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
何

を
食
べ
る
か
も
大
切
で
す
が
、
ま

ず
は
「
噛
む
」
こ
と
や
「
口
に
入

れ
る
量
」
な
ど
、
ど
う
食
べ
る
か

も
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
健
康
づ
く
リ
担
当
》

□ 電話番号は、よく確認してから掛けてください。各施設と間違えられて電話が掛かり、迷惑をしている区民の方がいますO
電話番号をよく確認の上、掛けてください。また、必ず相手を確認してから用件を話してください。
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ 〇は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

仕
事
・
経
営

中
小
企
業
者
向
け
助
成
金

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
助
成
金

対
象
=
営
業
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
初
め
て
作
成
し
た
区
内
事
業
者

対
象
経
費
=
作
成
委
託
経
費
ま
た

は
作
成
ソ
フ
ト
お
よ
び
解
説
本

(
2
冊
分
)
の
購
入
費

助
成
金

額
=
作
成
経
費
の
2
分
の
1
(
上

限
3
万
円
)

申
請
期
間
=
初
め

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
日

か
ら
1
年
以
内

申
込
=
所
定
申

請
書
、
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
画
面
を
印
刷
し
た
も
の
、
助
成

対
象
経
費
の
支
払
い
と
内
訳
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参

□
-
S
O

認
証
取
得
助
成
金

対
象
=
I
S
0
9
0
0
1
(

品
質

管
理
)・
I
S
O
1
4
0
0
1
(

環

境
管
理
)
・
I
S
0
2
7
0
0
1
　
(

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
)
の

認
証
を
取
得
し
、
次
の
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
中
小
企
業
・
:区
内
に

本
社
ま
た
は
認
証
を
取
得
し
た
事

業
所
が
あ
る
/
認
証
取
得
日
か
ら
1

年
以
内
(
重
複
申
請
者
〈
足
立

区
I
S
O

認
証
取
得
助
成
金
を
受

け
た
後
、
異
な
る
シ
リ
ー
ズ
の
認

証
を
取
得
し
た
者
〉
は
、
申
請
期

間
の
制
限
な
し
)
/
ほ
か
の
公
的

助
成
を
受
け
て
い
な
い
(
同
一
シ

リ
ー
ズ
内
の
規
格
更
新
は
対
象

外
)
対
象
経
費
=
認
証
の
た
め

の
審
査
お
よ
び
登
録
に
要
す
る
経

費
、内
部
監
査
員
養
成
研
修
な
ど

に
関
す
る
経
費
、コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
指
導
な
ど
に
関
す
る
経
費

助
成
金
額
=
対
象
経
費
の
2
分
の
1
(

上
限
5
0万
円
)
申
込
=
所

定
申
請
書
、認
証
登
録
証
、
社
歴

書
、
助
成
対
象
経
費
の
支
払
い
と

内
訳
が
確
認
で
き
る
も
の
、
登
記

事
項
証
明
書
を
持
参

□
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
2
1認
証
取
得

助
成
金

対
象
=
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
2
1の
認

証
を
取
得
し
、次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
中
小
企
業
…
区
内
に
本

社
ま
た
は
認
証
を
取
得
し
た
事
業

所
が
あ
る
/
認
証
取
得
日
か
ら
1

年
以
内
/
ほ
か
の
公
的
助
成
を
受

け
て
い
な
い
対
象
経
費
=
認
証

の
た
め
の
審
査
お
よ
び
登
録
に
要

す
る
経
費
※
中
間
・
更
新
審
査

は
対
象
外
助
成
金
額
=
対
象
経

費
の
2
分
の
1
(
上
限
1
0
万
円
)

申
込
=
所
定
申
請
書
、
認
証
登
録

証
、
社
歴
書
、
助
成
対
象
経
費
の

支
払
い
と
内
訳
が
確
認
で
き
る
も

の
、
登
記
事
項
証
明
書
を
持
参
　
　

-
い
ず
れ
も
-

添
付
書
類
の
返
却
を
希
望
す
る

場
合
は
、
原
本
お
よ
び
そ
の
写
し

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

助
成
件
数
の
枠
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問

先
=
創
業
支
援
係

電
話
(
3
8
7
0
)
8
4
0
0

住

宅

都
営
住
宅
(
家
族
・
単

身
者
)
入
居
者
募
集

申
込
用
紙
配
布
期
間
=
5
月
7
日

～
1
6日
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

※
募
集
内
容
な
ど
、
く
わ
し
く
は

申
込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
参

照

申
込
用
紙
配
布
場
所
=
住
宅

管
理
係
、区
民
事
務
所

※
予
定

枚
数
に
達
し
次
第
、配
布
終
了

問
先
=
住
宅
管
理
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
3
0
0

人
材
募
集

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
職

員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

知
識
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作

で
き
る
方

勤
務
内
容
=
講
座
の

企
画
・
運
営
、
情
報
資
料
室
の
運

営
、
事
務
補
助

勤
務
条
件
=
週
3
0

時
間
(
土
・
日
曜
日
、
平
日
夜

間
勤
務
あ
り
)
I
雇
用
期
間
=
7

月
1
日
～
2
1年
3
月
3
1日

※
更

新
あ
り

報
酬
=
月
額
1
8万
6
千

円

※
社
会
保
険
あ
り
。
交
通
費

別
途
支
給

募
集
人
数
=
若
干
名

選
考
=
▽
一
次
・
:論
文

▽
二
次

・
:面
接
(
一
次
合
格
者
の
み
、
5

月
3
0日
予
定
)

申
込
=
履
歴
書

(
市
販
様
式
可
)
と
小
論
文

「
ワ
ー
ク
ーラ
イ
フ
ー
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
向
け
て
の
、
あ
な
た
の

考
え
と
方
策
(
千
字
程
度
)
」
を
、

郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
書
類

は
返
却
不
可

期
限
=
5
月
1
5日

陶
消
印
有
効

※
く
わ
し
く
は
募

集
要
領
を
参
照
。
募
集
要
領
は
男

女
参
画
プ
ラ
ザ
で
配
布
す
る
ほ

か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
・
問
先
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

〒
1
2
3
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

保
健
師
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
保
健
師
有
資
格
者

勤
務

内
容
=
学
校
教
職
員
の
健
康
管
理

な
ど
の
事
務
勤
務
条
件
=
週
4

日
※
有
給
休
暇
・
社
会
保
険
あ

り
報
酬
=
月
額
2
1
万
円
定
員

=
1
人
選
考
=
書
類
選
考
お
よ

び
面
接
(
日
程
は
後
日
連
絡
)

申
込
=
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
を
区

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

場
・

申
・
問
先
=
教
職
員
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

特
別
区
立
幼
稚
園
教

員
採
用
候
補
者

対
象
=
昭
和
4
9年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
幼
稚
園
教
諭
普
通
免

許
状
を
有
す
る
、
ま
た
は
2
1年
4

月
1
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

申
込
=
所
定
の
書
類
を
郵
送
ま
た

は
持
参
期
限
=
▽
郵
送
・
:
5
月

2
日
(
金
)
消
印
有
効
▽
持
参
・
:
5

月
8
日
(
木
)
・
9
日
面
第
一
次
選

考
日
=
7
月
6
日
(
日
)
※
く
わ
し

く
は
選
考
案
内
を
参
照

。
選
考
案

内
は
東
京
区
政
会
館
ま
た
は
区
・

教
職
員
課
で
配
布

申
・
問
先
=

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教

育
委
員
会
事
務
局
人
事
企
画
課
採

用
選
考
担
当

〒
1
0
2・
0
0
7
2

千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
5
-
1

東

京
区
政
会
館

電
話
(
5
2
1
0
)
9
7
5

1

問
先
=
区
・
教
職
員
課
人
事
調
整

係電
話
(
3
8
8
0
)
5
4
6
5

赤十字の事業資金に
ご協力を

5月1日から31日は、全国赤
十字会員(事業資金)募集の運
動期間です。
昨年、皆さんから寄せられた
温かい善意は、約2, 230万円と
なり、国際救援、災害救護、献
血などの事業推進のための貴重
な資金として、役立てられまし
た。
今年も、皆さんのご理解とご

協力をお願いします。
問先= 区民課調整係
電話3880- 5855

65歳以上の方の介護保険料軽減申請
対象=65歳以上で20年度の介護保険料が表1に当てはまる方(見込
み可)申請期間=5月12日～8月29日(土・日・祝日を除く) ※
年度ごとに毎回申請してください。9月以降の申請は、申請月から
適用O申請に必要なものなど、くわしくはお問い合わせください。
申・問先=介護保険課資格保険料係　電話3880- 5744

表1 介護保険料軽減申請の対象

休
日
応
急
診
療
所

日
曜
日
、
祝
日
に
休
日
診
療
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
(
表
2
)
。

発
熱
や
腹
痛
な
ど
で
急
を
要
す
る

場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。
※
電

話
相
談
や
当
診
療
所
以
外
で
処
方

さ
れ
た
薬
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
は

行
つ
て
い
ま
せ
ん
。

□
夜
間
休
日
診
療
機
関
な
ど

医
療
機
関
案
内
「ひ
ま
わ
り
」
(

東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
)

電
話
(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

※
食
中
毒
、
感
染
症
発
生
な
ど
の

緊
急
の
場
合
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

医
療
機
関
案
内
「
ひ
ま
わ
り
」
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
救
急
病
院
の
ご
案
内

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

電
話
(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

□
休
日
接
骨
院
当
番
所

2
面
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表2 休日応急診療所一覧

( 受診時の注意)
※ 受診のときは「健康保険証」を忘れずに持参してください。
※ 治療費についこは、保険診療の休日加算があります。
※ 応急診療であるため、薬を出す場合は原則として当日分のみ
となります。

区内全域での歩行喫煙・ごみのポイ捨ては禁止です! 地域活動支援係　電話3880―5856



2008年( 平成20年) 4 月25日 あ だ ち 広 報 第1534号( 5)

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
4
面
右
上
の
記
入
例
参
照

授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対

象
)

大

学

・
短

大

・
専

門

学

校

に

在

籍

中

の

方

、
ま

た
は

社

会

人

活

動

内

容
=

小

・
中

学

校

の

授

業

や

放

課

後

補

習

を

サ

ポ

ー
ト

教

科
=

小

・
中

学

校

の

国

語

・
算

数

(
数

学
)

・
社

会

・
理

科

・
英

語

申

込
=

電

話

・
フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー
ル

で

住

所

、
氏

名

、
電

話

番

号

、
「
授

業

支

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

希

望

」
を

連

絡

※

後
日

、
募

集

要

項

を
送

付
(

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

ダ

ウ

ン

ロ

ー
ド

可
)

申

・
問

先
=

学

習

推

進

係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
電
話

(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

0
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
公
募
委
員

対
象
=
昭
和
1
1
年
4
月
1
日
か
ら

6
3年
3
月
3
1日
生
ま
れ
で
、区
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
国
民

健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
内
容
)
年
3
回
程
度
の
会
議

に
出
席
し
、
国
民
健
康
保
険
を
運

営
す
る
上
で
、
重
要
な
こ
と
に
つ

い
て
審
議
す
る
任
期
=
7
月
1

日
～
2
2
年
3
月
3
1
日
募
集
人
数

=
3
人

選
考
=
健
康
保
険
制
度

や
医
療
制
度
に
関
す
る
作
文
と
面

接
(
6
月
上
旬
予
定
)

期
限
=
5

月
1
5日
㈲

※
申
し
込
み
方
法

な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
国

民
健
康
保
険
課
庶
務
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

福

祉

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
振
り
込
み
ま
す

家
庭
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
方
に
、特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
2
月

か
ら
4
月
分
を
お
届
け
先
の
口
座

に
5
月
1
日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
※
3
ヵ
月
以
上
入
院
、施

設
入
所
し
た
場
合
は
、
必
ず
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
障
害

給
付
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
4
7
2

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛

の
手
帳
を
交
付
し
ま
す

□
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
手
帳
で
す
。
障
害
(
視

覚
、
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、

言
語
、
そ
し
や
く
機
能
、
肢
体
不

自
由
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
免
疫

機
能
)
の
程
度
に
よ
り
、
1
～
6

級
の
等
級
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補
装

具
費
、
日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給

付
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
申

込
=
診
断
書
、
顔
写
真
を
持
参

糸
診
断
書
用
紙
は
福
祉
事
務
所
で

配
布

申
先
=
表
3

□
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方

が
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で
す
。
障

害
の
程
度
に
よ
り
、
I
～
4
度
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。
※
申
し
込

み
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問

先
=
▽
1
8歳
以
上
の
方
・
:都
・
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

電
話
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8歳
未
満
の
方
…
都
・
足
立
児

童
相
談
所

電
話
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1
　
　

-
い
ず
れ
も
-

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
に

当
て
は
ま
る
場
合
は
必
ず
福
祉
事

務
所
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い

。
対
象
=
住
所
が
変
わ
っ
た
/

氏
名
が
変
わ
っ
た
/
死
亡
し
た
/

手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た

問

先
=
表
3

表3 福祉事務所一覧

5
～
6
月
の
障
害
別

福
祉
相
談

日
時
等
)
表
4

場
所
=
竹
の
塚

障
害
福
祉
館

対
象
=
障
害
の
あ

る
方
お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
=

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
体
験
を
持

っ
た
障
害
者
相
談
員
に
よ
る
相
談

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活

支
援
室

電
話
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

電
話
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

表4 障害別福祉相談日時等

学校図書館ボランティア
活動内容=「できるときにできることを」を合言葉にした、
区内小・中学校の図書館での本の整理、補修、読み語りな
ど申込=電話※ 養成講座や実技講座などの学習機会あ
り。資格、経験、年齢は不問申・問先=学校図書館支援
係　電話5813- 3746

学校図書館支援員(非常勤職員)
対象=司書または司書教諭の有資格者勤務内容=中学校
の学校図書館の管理運営補助および放課後学習のための開
館業務など勤務条件等=週19時間以下(勤務校の実施体
制等により変更あり) ※ 有給休暇等あり報酬=時給
1, 500円※ 交通費別途支給募集人員=10人選考=書
類選考および面接※ 面接日時は後日連絡採用予定日=
7月上旬ごろ申込=指定の申込書および履歴書をl へ郵
送または持参期限=5月26日(月)消印有効申・問先=教
職員課事業推進担当　電話3880- 5964

児
童
館
で

遊
ぼ
う

「
子
育
て
」「
子
育
ち
」の
場
と
し
て
活
動
中
で
す

児
童
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
住
区
推
進
課
指
導
相
談
係
へ

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

児
童
館
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
?

地
域
の
中
で
幅
広
い
年
齢
層
の

子
ど
も
た
ち
が
集
団
で
遊
べ
る
場

所
が
、
児
童
館
で
す
。
子
ど
も
が

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
に
な

り
、
い
き
い
き
と
輝
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
館
で
は
、
ド

ッ
ヂ
ビ
ー
(
フ
リ
ス
ビ
ー
で
行
う

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
)
や
ド
ミ
ノ
、
大

な
わ
と
び
な
ど
の
活
動
的
な
遊
び

と
、
工
作
や
手
芸
、
時
に
は
料
理

教
室
な
ど
創
造
的
な
遊
び
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

学
年
や
学
校
、
性
別
も
関
係
な

く
、
み
ん
な
で
思
い
き
り
遊
べ
る

こ
と
が
、児
童
館
の
楽
し
さ
で
す
。

中
学
生
・
高
校
生
の

し
ゃ
べ
り
場

中
学
生
・
高
校
生
は
、
卓
球
を

し
た
り
、
音
楽
を
聴
い
た
り
、
時

に
は
、
小
学
生
と
遊
ん
で
く
れ
た

り
と
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。ま
た
、大
き
な
行
事
の

時
は
、
実
行
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。

障
害
の
あ
る
子
も
な
い

子
も
一
緒
に
遊
ぼ
う

「
遊
び
」
か
ら
友
達
の
こ
と
を

分
か
り
合
え
る
力
も
育
ち
ま
す
。

現
在
、西
保
木
間
・
六
月
の
2
つ

の
児
童
館
で
は
、
障
害
の
あ
る
子

も
な
い
子
も
、参
加
し
た
い
子
が

だ
れ
で
も
一
緒
に
遊
べ
る
「
み
ん

な
で
あ
そ
ぼ
う
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

異
世
代
交
流
の
場
と
し
て

多
く
の
児
童
館
は
、
老
人
館
と

同
じ
建
物
の
中
に
あ
り
ま
す
。地

域
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
た
ち
と

一
緒
に
、
季
節
の
行
事
や
伝
承
遊

び
な
ど
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
ま

す
。

子
育
て
の
応
援
を
し
て
い
ま
す

す
べ
て
の
児
童
館
で
は
、
0
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
子
育

て
ひ
ろ
ば
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
っ
て
大
変
だ
け
ど
お
も

し
ろ
い
ね
」
と
言
い
合
え
る
仲
間

作
り
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。親

子
で
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
情
報
を

交
換
し
た
り
、子
育
て
を
し
て
い

る
方
た
ち
の
気
分
転
換
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。子
育
て
ひ
ろ
ば

の
な
い
日
も
学
校
の
開
校
日
は
、

午
前
中
に
引
き
続
き
下
校
時
刻
の

こ
ろ
ま
で
ゆ
っ
た
り
遊
べ
ま
す
。

ぜ
ひ
、親
子
で
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。

開館時間=4月～9月…午前10
時～午後6時[〉10月～3月…午
前10時～午後5時対象=乳幼児　
( 保護者同伴) から18歳までの子
どもと、子どもにかかわる大人
休館日= 日曜日・祝日・年末年始
および館内整理日( 月1 回) 。一部
の児童館は、月曜日も休館 ※ く
わしくは、区のホームページを参照

児
童
館
の
先
生
と
曲
に
合
わ
せ

て
ダ
ン
ス
す
る
子
ど
も
た
ち

哨
児
童
館
で
行
わ
れ
た
卓
球
大
会

▲ 子育て中の保護者の交流の場に
なっている子育てひろぱ

「交通安全スローガン～やさしさが走るこの街この道路～」《交通安全係》
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高齢者の自分らしい生活を支援します
～高齢者が安心して暮らせるまちへ～

区では、高齢者がいつまでも自立した生活ができるように、
さまざまな介護事業を行っています。また、高齢者やその家族
の生活に関する相談を地域包括支援センター( フォーユー「包YOU

」・表1) で受け付けています。

お問い合わせは、
L>地域包括支援センター・介護予防事業・認知症サポーター養成講座…高齢サービ　
ス課介護予防係03880- 5885

[ >地域密着型サービス…介護保険課介護保険係　電話3880- 5743　
介護保険外高齢者サービス…高齢サービス課在宅支援係　電話3880- 5257

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
事
業
で
は
、
6
5歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
介
護
が

必
要
と
な
る
状
態
を
予
防
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
講
座
や
講
演

会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講

匣
の
日
程
な
ど
、
く
わ
し
く
は
今

後
の
あ
だ
ち
広
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

□
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
立
つ
≒
座
る
≒
歩
く
」な
ど
、

生
活
に
必
要
な
動
作
が
楽
に
で
き

る
よ
う
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
っ
た
運
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。

□
お
い
し
く
元
気
事
業
(
口
腔
機

能
向
上
・
栄
養
改
善
)

自
分
で
口
内
を
き
れ
い
に
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
や
、

食
べ
物
の
飲
み
込
み
が
楽
に
な
る

よ
う
に
、
口
や
の
ど
の
周
り
の
筋

肉
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。
ま

た
、
低
栄
養
状
態
の
改
善
の
た
め

の
食
べ
方
、
食
事
づ
く
り
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

哨
み
ん
な
で
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ

▲ 自分の筋力に合わせて
トレーニングできます

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス

認
知
症
の
方
や
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
介
護
を
必
要
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
4
種
類
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

□
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス

登
録
制
で
、
通
所
を
中
心
に
訪

問
や
宿
泊
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す

。

対
象
=
▽
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
・
:要
介
護
状
態
の
方

▽
介

護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
:要
支
援
状
態
の
方

自
己
負

担
額
(
目
安
)
=
月
額
4
千
7
9
1
円

～
3
万
1
4
5円

※
宿
泊
費
、
食

費
、
日
常
生
活
費
な
ど
が
別
途
必

要□
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

サ
ー
ビ
ス
(
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
)

認
知
症
の
方
が
、
共
同
生
活
を

す
る
住
居
で
、
日
常
生
活
上
の
世

話
や
機
能
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。
対
象
=
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
・
:要
介
護

状
態
の
方

▽
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
・
:要
支
援
2
の

方

自
己
負
担
額
(
目
安
)
=
日

額
8
9
1円
～
9
6
5円

※
家
賃
、
食

費
、
共
益
費
な
ど
が
別
途
必
要

□
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
(
認
知
症
高
齢
者
専
用
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
)

認
知
症
の
方
が
、
施
設
に
通

い
、
日
常
生
活
上
の
世
話
や
機
能

訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。
対
象
=
▽
認
知
症
対

応
型
通
所
…
要
介
護
状
態
の
方

▽
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所

…
要
支
援
状
態
の
方

自
己
負
担

額
(
目
安
)
=
▽
介
護
老
人
施
設

併
設
型
(
所
要
時
間
4
～
6
時

間
)
…
I
回
附一
円
～
9
7
7円

※
食

費
、
日
常
生
活
費
が
別
途
必
要

□
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
2
4時
間
安
心
し
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
定
期
巡
回
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
と
合
わ
せ
た
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。
対
象
=
要
介
護

状
態
の
方

自
己
負
担
額
(
目

安
)
=
▽
基
本
料
金
(
月
額
)
…

千
7
2円

▽
定
期
巡
回
(
1
回
)
:
3
7
2

円

▽
随
時
訪
問
(
I
回
)
:
6
2
2

円
～
8
3
7
円

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
は
、
あ
な
た

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
担
当
し
て

い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
外

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
向
け
の
在
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

以
外
に
も
高
齢
者
の
心
身
の
状
況

に
応
じ
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。日
常
生
活
で
不
安

を
感
じ
た
と
き
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

各
サ
ー
ビ
ス
に
は
助
成
限
度
額

や
、利
用
者
負
担
率
に
よ
る
自
己

負
担
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

給
付
・
設
置

2
2年
4
月
1
日
か
ら
住
宅
の
す

べ
て
の
部
屋
に
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。区
で
は
、高
齢
者
の
み
の
世

帯
に
対
し
、
1
台
の
み
給
付
・
設

置
し
ま
す
。
対
象
=
6
5歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
、ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯

※
1
6年
1
0月
以
降

に
建
築
し
た
住
宅
に
住
ん
で
い
る

方
、
ま
た
は
都
営
や
公
団
な
ど
の

公
的
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
を
除

く

設
置
台
数
=
1
世
帯
1
台

費
用
=
6
4
8円(
所
得
に
よ
り
減
免

制
度
あ
り
)

必
要
な
も
の
=
住

所
・
氏
名
の
確
認
が
で
き
る
も
の

(
健
康
保
険
証
な
ど
)
、
印
鑑

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

設
置緊

急
時
に
お
け
る
不
安
の
解
消

と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
在
宅
の
緊

急
時
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
の
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、
民
間
警
備
会
社

な
ど
へ
通
報
さ
れ
ま
す
。
対
象
=

在
宅
の
6
5歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
、
慢
性
疾
患
な
ど
に
よ
り
常
時

注
意
を
要
す
る
方

費
用
(
月
額
)
=

▽
生
活
保
護
世
帯
・
非
課
税
世

帯
:
5
0
0円

▽
そ
の
他
:
9
0
0円

住
宅
改
修
給
付

日
常
生
活
機
能
に
低
下
が
認
め

ら
れ
る
方
に
、
在
宅
生
活
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
限
度
額
の
範
囲

内
で
住
宅
の
改
修
を
行
い
ま
す

(表
2
)
。
※
一
定
の
利
用
者

負
担
あ
り
(
表
3
)

□
予
防
給
付

対
象
)
在
宅
の
6
5歳
以
上
の
方

で
、
介
護
保
険
で
「
非
該
当
(
自

立
)
」
と
認
定
さ
れ
た
方

給
付

内
容
=
手
す
り
の
取
り
付
け
/
床

段
差
の
解
消
/
滑
り
に
く
い
床

材
・
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
/
便

器
の
洋
式
化

※
介
護
保
険
と
同

じ
内
容

□一
設
備
改
修

対
象
=
在
宅
の
6
5歳
以
上
の
方

で
、介
護
保
険
で
「
要
支
援
」「
要

介
護
」
と
認
定
さ
れ
た
方

給
付

内
容
=
浴
槽
の
取
り
替
え
/
流

し
・
洗
面
台
の
取
り
替
え
/
便
器

の
洋
式
化
(
介
護
保
険
制
度
で
の

住
宅
改
修
が
優
先
)

表2 住宅改修の給付限度額

表3 住宅改修給付の利用者負担金の割
合

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
外
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
に
は
、訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
、
寝
具
乾
燥
消
毒
、
日

常
生
活
用
具
の
給
付
、紙
お
む
つ

の
支
給
、
徘
徊
高
齢
者
位
置
検
索

シ
ス
テ
ム
費
用
助
成
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

介
護
保
険
外
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
お
申
し
込
み
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

、在
宅
支
援
係
、福
祉
事
務

所
(
5
面
参
照
)
へ

認知症サポーターを
養成しています

認知症になっても安心して暮らせる

地域を作るために、認知症を理解し、

認知症の方やその家族を温かく見守る

認知症サポーターの養成講座を行って

います。養成講座は、地域包括支援セ

ンター( 表1) などで、地域の団体な

どを対象に行っています。受講者に

は、認知症サポーターのしるしとして

オレンジ色のリングをお渡ししていま

すO

表1 地域包括支援センター( フォーユー「包YOU 」) 一覧

地域包括支援センター(フォーユー「包YOU 」) 5 月の介護教室

※ 先着順の場合は、4 月30日受け付け開始
※ 「申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ
※ 「場所= 」の記載がないものは、問先の地域包括支援センターへ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
?

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方

の
た
め
の
教
室
や
、
高
齢
者
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
介
護
予
防
ヶ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
の
相
談
な
ど
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
家
族
の
介
護
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
る

答
保
健
、医
療
、
福
祉
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
必
要
な
支
援
を
案
内

し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
近
所
に
住
む
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
心
配

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
お
宅
に
訪
問
な
ど
し
て
適

切
な
支
援
を
し
ま
す
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
り
た
い

答
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

状
況
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。

問
親
が
認
知
症
と
言
わ
れ
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
悩
ん

で
い
る

答
本
人
と
家
族
の
方
の
状
況

に
応
じ
た
支
援
方
法
を
案

内
し
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

東京都シルバーパスで日暮里・舎人ライナーを利用できます 副参事(交通・道路計画)交通計画担当　電話3880―5718
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵 送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi 徒t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

暮

ら

し

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
・
警

報
が
発
令
さ
れ
る
と
、公
共
施
設

や
協
力
の
薬
局
・
薬
店
に
「
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
(
警
報
)
発

令
中
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
防
災
無
線
で
も
放
送
し
ま

す
。注

意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ
た

時
は
、屋
外
の
運
動
や
外
出
は
な

る
べ
く
避
け
て
く
だ
さ
い
。
健
康

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
医
療
機
関
で
治
療
す
る
と
共

に
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
方
法
で
も
発
令
情
報
が
確

認
で
き
ま
す
。

▽
都
・
環
境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
H
P

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
x
.
k
a
n
k
y
o
.
m

e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
o
x
.
p
h
p

▽
都
・
大
気
汚
染
情
報
テ
レ
フ

ォ

ン
サ
ー
ビ
ス

電
話
(
5
3
2
0
)
7
8
0
0

問
先
=
区
・
環
境
保
全
課
調
査
係
　
　
　
電
話

(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

「
R
の
お
店
」を
利
用
し
よ
う

「R
(

リ

サ

イ

ク

ル
)

の

お

店

」

は

、
環

境

に

や

さ

し

い

商

品

の

積

極

的

な

販

売

や

、
買

い

物

袋

持

参

の

推

奨

、
資

源

化

物

の

引

き

取

り

な

ど

、
ご

み

減

量

や

リ

サ

イ

ク

ル

の

推

進

に

協

力
し

て

い

る

お

店

で

す

。
現

在

、
区

内

全

域

で

約
7
0
店

が

登

録

さ

れ

て

い

ま

す

。

お
店
の
情
報
は
、区
民
事
務
所

な
ど
で
配
布
し
て
い
る
小
冊
子
　

「ご
み
減
量
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
暮

ら
し
の
中
の
3
R
」や
、
「足
立
区

環
境
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」(
H
P

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
4
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
/
～

a
r
c
.
o
r
g
/
)
で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

問

先
=

温

暖

化

対

策

課

事

業

推

進

係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

2
0年
度
特
殊
建
築
物

等
の
定
期
調
査
報
告

対
象
=
表
1

※
報
告
の
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
報
告
先
=
(
財
)
東
京

都
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

〒
1
5
0
・
8
5
0
3
渋
谷
区

渋
谷
I
-
1
5
-
9美
竹
ビ
ル

電
話
(
5
4
6
6
)
2
0
0

1

問
先
=
区
・
建
築
防
災
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

建
築
物
心
解
体
な
ど
の
工
事
を
行

う
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す

建
築
物
の
解
体
な
ど
の
工
事
を

行
う
場
合
は
、
法
律
に
基
づ
き
分

別
解
体
と
再
資
源
化
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
工
事
の

際
は
、
現
場
の
安
全
管
理
、
周
辺

へ
の
周
知
も
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
工
事
・
:
8
0㎡
以
上
の
建
築
物

の
解
体
/
5
0
0㎡以
上
の
新
築
、
増

築
/
1
億
円
以
上
の
修
繕
、
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
/
5
0
0万円
以
上
の
道

路
・
ガ
ス
・
水
道
・
公
園
・
鉄
道

工
事
な
ど

届
出
方
法
=
工
事
の

着
手
7
日
前
ま
で
に
届
出
書
(
建

築
防
災
課
で
配
布
ま
た
は
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
)
を
提
出

※
ア
ス
ベ
ス
ト
な

ど
の
有
害
物
質
に
つ
い
て
は
、
別

途
必
要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い

。
問
先
=
建
築
防
災
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業
日

休
業
日
=
5
月
7
日
伽
※
相
談

の
予
約
も
休
業
し
ま
す
。
問
先

=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ
女
性
相
談
室
　
　
電
話

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
足
立
風
土

記
」を
販
売
し
て
い
ま
す

「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
足
立
風
土
記

(
全
1
0
巻
)
」
を
再
発
行
し
、
販
売

し
て
い
ま
す
。
販
売
場
所
=
郷

土
博
物
館
、
区
政
相
談
課
価
格

=
1
巻
1
5
0
円
問
先
=
郷
土
博
物

館
　
電
話
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

5
月
中
旬
か
ら
、「
国
民
生
活

基
礎
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
す
べ
て
の
方
が
明
る
く

豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
年
金
な
ど
、
皆
さ

ん
の
生
活
や
健
康
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
調
査
地
域
=
青
井
五
丁

目
/
関
原
一
丁
目
・
本
木
一
丁
目

/
西
新
井
三
丁
目
/
西
保
木
間
二

丁
目
/
辰
沼
二
丁
目
/
千
住
桜
木

二
丁
目
の
各
一
部
※
調
査
対
象

世
帯
に
は
、
5
月
中
に
調
査
員
が

調
査
票
を
配
り
、
6
月
5
日
以
降

に
再
度
訪
問
し
、
調
査
票
を
回
収

し
ま
す
。
問
先
=
衛
生
管
理
係
　
　
電
話

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
に
な
ろ
う
!

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、環

境
省
が
支
援
し
て
い
る
環
境
活
動

ク
ラ
ブ
で
す
。
対
象
=
3
歳
～

高
校
生
が
2
人
以
上
と
大
人
1
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ

活
動
期
間
=

登
録
日
～
2
1年
3
月

内
容
=
登

録
グ
ル
ー
プ
に
活
動
記
録
ノ
ー

ト
ー
バ
ッ
ジ
・
季
刊
ニ
ュ
ー
ス
を

配
布
。
ま
た
、
環
境
に
関
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
活
動
す
る
　

「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
れ
I
に
ん

ぐ
」
や
、
自
由
に
活
動
す
る
「
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
ょ
ん
」
を
行

う
※
登
録
は
随
時
受
け
付
け
。

く
わ
し
く
は
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
(
H
P
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

e
c
o
c
l
u
b
.
g
o
.
j
p
)

を
参
照

申
・
問
先
=
温
暖
化
対
策
課
事
業

推
進
係啻

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

▲ こどもエコクラブ
のイメージキャラク
ター「エコまる」

表120 年度定期調査報告の対象となる建築物

※ 地階またはF ≧3 とは、地階または3 階以上の階で、その用途に供雅る部分
の床面積の合計が100 ㎡を超えるもの

※ 新築または改築( 一部の改築を除く) に係る特殊建築物等の報告時期は、検
査済証の交付を受けた直後の時期を除く

審議会等の公開( 5 月分)
傍聴方法なご、くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 4～5月分)
区民の方から意見を募集します。く わしくはお問い合わせください。

5月～8月の
夕焼け放 送時 間

放送時間= 午後6 時 問先=
青少年センター管理調整係
電話5242- 8162

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
(
7
月
分
)

□
利
用
案
内
(
提
携
旅
館
を
除

く
)

申
込
=
各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
1
5ペ
ー
ジ

を
参
照

※
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
は

提
携
旅
館
「
ゆ
が
わ
ら

水
の
蔘

里
」
と
な
り
ま
し
た

休
館
日
等
=

表
2

宿
泊
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
各
施
設
予
約
電
話
へ

(
表
2
)

□
提
携
旅
館

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、区
民

事
務
所
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

表2 宿泊施設利用案内( 7 月分)

※ 日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用できる日でも学校などが利　
用するため、空室が少ない場合や体育館の使用ができない場合があります。くわしく
は、各施設にお問い合わせください。

※ いずれも、予約の際、区内在住・在勤・在学とお伝えください。また、フロントで住
所、勤務( 通学) 先が証明できるものの提示が必要です。

※ そのほか優待料金で利用できる施設もあります。くわしくは各提携施設へ問い合わせ
るか、区民事務所・生涯学習センター・地域学習センタ一で配布するチラシや区のホー
ムページをご覧ください。
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
8
面
右
上
の
記
入
例
参
照

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た

は
区
内
事
業
者
の
方
は
、
東
京
芸

術
セ
ン
タ
ー
の
天
空
劇
場
や
和

室
・
会
議
室
を
、
区
民
利
用
料
金

で
利
用
で
き
ま
す
。
費
用
)
表
3

申
込
)
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス

申
先
=
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー

問
先
=
▽
利
用
に
つ
い
て
・
:東
京

芸
術
セ
ン
タ
ー

電
話
(
5
3
5
4
)
4
3
8
0
0
　
　
電
話

(
5
3
5
3
)
0
1
6
2

▽
料
金
に
つ
い
て
・
:区
・
経
営
支

援
係

電
話
(
3
8
7
0
)
8
4
0
4

「
足
立
区
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

区
で
は
、
男
女
共
に
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
と
れ
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
、「
足
立
区
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画

～
ワ
ー
ク
ーラ

イ
フ
ー
バ
ラ
ン
ス
宣
言
～
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
計
画
は
、
男
女
参

画
プ
ラ
ザ
で
配
布
す
る
ほ
か
、
図

書
館
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
問
先
)
男

女
参
画
プ
ラ
ザ

電
話
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

違
法
建
築
は
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
や
欠
陥
住
宅
の
原
因
に

違
法
建
築
を
防
ぐ
た
め
に

、
建

物
を
新
築
・
増
築
す
る
場
合
は

、

事
前
の
申
請
や
中
間
・
完
了
検
査

が
必
要
で
す

。
リ
フ
ォ
ー
ム
エ
事

で
も
法
律
を
守
る
義
務
が
あ
り
ま

す

。
違
法
建
築
は
近
隣
ト
ラ
ブ
ル

や
欠
陥
建
築
の
原
因
に
も
な
り

、

建
築
主
の
責
任
は
重
大
で
す

。
安

心
安
全
に
暮
ら
す
た
め
、
違
法
建

築
は
や
め
ま
し
ょ
う

。
問
先
=

建
築
審
査
課
建
築
監
察
担
当

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
5
3

お
も
ち
ゃ
ト
レ
ー
ド

は
ご
存
じ
で
す
か
?

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、

壊
れ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
機
械
仕

掛
け
の
お
も
ち
ゃ
を
、
お
も
ち
ゃ

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む

と
、「
あ
だ
ち
エ
コ
ネ
ッ
ト
カ
ー

ド
」
に
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り

ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

て
、
修
理
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
と
の

交
換
が
で
き
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
の

交
換
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
貯
め

た
ポ
イ
ン
ト
も
使
用
で
き
ま
す
。

※
お
も
ち
ゃ
で
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

は
、
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
券
な
ど

の
交
換
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

日
時
=
毎
月
第
1
日
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
=
お
も

ち
ゃ
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

問
先
=

温
暖
化
対
策
課
事
業
推
進
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

郵
便
で
選
挙
の
投
票

が
で
き
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者

手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
い
る
方
は
、
障
害
の
程
度

に
よ
り
郵
便
な
ど
で
投
票
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
※
事
前
に

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
=
表
4
の
い
ず
れ
か
の
障
害

名
・
等
級
に
当
て
は
ま
り
、
自
分

で
投
票
の
記
載
が
で
き
る
方

申

込
=
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
い

ず
れ
か
を
持
参
し
、
申
請
書
を
提

出

※
後
日
、「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。証
明
書

発
行
ま
で
に
1
ヵ
月
以
上
か
か
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問

先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

電
話
(
3
8
8
0
)
5
5
3
1

表3 東京芸術センター区民利用料金
いずれも、営利を目的に利用謬る場合は、2倍の料金となります。

□ 天空劇場( 21～22階)

※ 利用日の1 年前の月初めから予約受け付け
□ 会議 室( 9 階) ・ 和室( 20 階) ( 1 時 間あたりの料金)

※ 利用日の3 ヵ月前の月初めから予約受け付け

表4 郵便等投票の対象一覧( 自ら投票の記載ができる方)

※ 社会生活活動制限の方を除く
※ この表に当てはまり、上肢障害1 級または視覚障害1 級の方は、代理人に
よる投票制度がありま可。くわしくはお問い合わせください。

催

し

物

第
3
0回
足
立
の
花
火

今
年
の
「
足
立
の
花
火
」
は
、

7
月
2
4
日
の
木
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。
約
1
万
5
千
発
の
花
火
で
、

3
0
回
記
念
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

□
屋
形
船
で
の
観
覧
は
、
事
前
申

し
込
み
と
協
賛
金
が
必
要
で
す
　

協
賛
金
額
は
、
船
の
大
き
さ
に

よ
り
変
わ
り
ま
す
。
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
禁
止
で
す
。

観
覧
場
所
=
西
新
井
橋
側
エ
リ

ア
・
千
住
新
橋
側
エ
リ
ア
費
用

=
船
の
長
さ
が
3
0
m
未
満
・
:
2
万

5
千
円
/
3
0
m
以
上
・
:
3
万
5
千

円
申
込
=
屋
形
船
の
船
主
ま
た

は
関
係
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
持
参
・

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
悶
」
‘
へ
郵
送

期
間
=
4
月
2
5
日
～
5
月
2
9
日
、

最
終
日
午
後
5
時
必
着

※
申
し

込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
く

わ
し
く
は
観
光
交
流
協
会
の
ホ
ー

ム

ベ

ー
ジ

を

ご

覧

に

な

る

か

、
お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

申

・

問

先
)

観

光

交

流

協

会
(

観

光

交

流

課

内
)

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3
　
　
　

電
話
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

H
P
h
t
t
p
:
/
/
a
d
a
c
h
i
k
a
n
k
o
.
j
p
/

フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
と
は
、演
劇
、

朗
読
、
琴
、
を
唇
演
奏
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
演
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
舞
台
で
す
。
今
年
は
、
1
2月
1
3

日
・
1
4日
に
開
催
予
定
で
す
。
出

演
希
望
者
は
、
参
加
者
説
明
会
に

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
説
明
会

日
時
=
5
月
1
3日
㈹
、
午
後
7
時

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー

募
集
内
容
等
=
表
5

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
出
演

費
用
な
ど
、
く
わ
し
く
は
実
行
委

員
会
で
決
定

問
先
=
フ
リ
ー
ス

テ
ー
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
(
文

化
支
援
係
内
)

電
話
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

表5 フリーステージ募集内容等

※ 一部使用できない楽器なごがあります。

催
し
物
は
、
1
0面
に
続
き

ま
す

ミ
リ
ー
の

エ
コ
ぽ
け
っ
と

～
省
エ
ネ
方
法
は
い
ろ
い
ろ
～

今
回
は
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
地
球
に
も
家
計
に
も
や
さ
し

い
、省
エ
ネ
の
方
法
を
一
緒
に
考

え
よ
う
。

み
ん
な
の
家
庭
に
あ
る
い
ろ
ん

な
リ
モ
コ
ン
は
、
ピ
ッ
と
押
せ
ば

す
ぐ
に
動
き
出
す
か
ら
便
利
だ
よ

ね
。
で
も
、
主
電
源
を
切
ら
な
い

と
、
い
つ
も
弱
い
電
気
が
使
わ
れ

て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
を
「
待
機
電

力
」
つ
て
い
う
ん
だ
よ
。
一
般
的

な
家
庭
で
は
、消
費
電
力
(
全
体
)

の
9
%
以
上
が
待
機
電
力
に
な
る

ん
だ
っ
て
。
も
っ
た
い
な
い
よ

ね
。
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
を
使
わ

な
い
時
は
電
源
を
元
か
ら
切
る
よ

う
に
し
よ
う
。
こ
う
や
っ
て
省
エ

ネ
す
る
と
、
そ
の
分
、
二
酸
化
炭

素
を
出
さ
な
く
て
済
む
か
ら
温
暖

化
の
防
止
に
な
る
ん
だ
。
そ
れ
に

電
気
代
だ
っ
て
1
年
間
で
約
3
千
4
0
0

円
も
節
約
に
な
る
よ
。

次
に
電
球
。
家
の
中
に
は
、
蛍

光
灯
の
ほ
か
に
白
熱
電
球
が
あ
る

ん
だ
。こ
れ
は
消
費
電
力
が
4
0～
6
0
W

な
ん
だ
け
ど
、
最
近
、
同
じ

明
る
さ
で
消
費
電
力
が
少
な
い
電

球
型
蛍
光
灯
が
売
ら
れ
て
い
る
ん

だ
よ
。
白
熱
電
球
に
比
べ
て
約
3

分
の
1
か
ら
4
分
の
1
の
消
費
電

力
で
、
寿
命
は
約
6
倍
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
ま
だ
値
段
は

高
い
け
ど
、
長
く
使
い
続
け
る
こ

と
で
、
地
球
に
も
家
計
に
も
や
さ

し
い
ん
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
は
電
球

型
蛍
光
灯
に
し
て
み
て
ね
。

環
境
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

例
え
ば
冷
房
の
温
度
を
I
度
高

く
、
暖
房
の
温
度
を
I
度
低
く
設

定
す
る
と
、
年
間
約
千
8
0
0
円
の
節

約
に
な
る
し
、
炊
飯
器
の
保
温
を

や
め
る
と
、
年
間
約
千
9
0
0
円
の
節

約
に
な
る
ん
だ
。
ほ
か
に
も
、
お
風
呂

の
残
り
湯
を
有
効
利
用
す
る

の
も
省
エ
ネ
の
1
つ
だ
よ
ね
。

地
球
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い

省
エ
ネ
を
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て

ね
。

《
温
暖
化
対
策
課
》

古隅田川親水水路( 緑道) の
管理者が変わります
6 月2 日から古隅田川親水水路( 緑道) の一部

区域の管理者が変わりますOこれに伴い、この路
線に関する手続きなどは、各管理者へ申請してく
ださい。 ※ 沿道近くにお住まいの方には別途お
知らせします。 変更区域= 図1
問先=葛飾区・道路管理課管理係05654- 8378
足立区・道路認定係　電話3880- 5908
図1 変更区域

※ いずれも地図は簡略図
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切

手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ 〇は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

催
し
物
は
、
9
面
か
ら
の

続
き
で
す

催

し

物

子
ど
も
と
か
か
わ
る

大
人
の
た
め
の
講
座

□
指
導
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ご
っ
こ
遊
び
で
子
ど
も
を
育

も
う
!
」

日
時
=
5
月
1
8
日
(
日
)
、
午
前
1
0
時

～
正
午

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ

対
象
=
高
校
生
以
上
(
幼
児

以
上
の
子
ど
も
と
の
参
加
可
)

内
容
=
表
現
に
関
す
る
遊
び
を
通

じ
て
子
ど
も
を
育
む
コ
ツ
を
体
験

的
に
学
ぶ

講
師
=
羽
藤
雄
次
氏

(
現
代
劇
セ
ン
タ
ー
真
夏
座
所
属

俳
優
)

定
員
=
3
0
人
(
4
月
2
6

日
か
ら
先
着
順
)

申
込
=

電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
連
絡

□
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
た
め

の
井
戸
端
ス
ペ
ー
ス

日
時
=
5
月
2
0
日
(
火
)
、
午
後
7
時

～
9
時
/
5
月
2
2
日
(
木
)
、
午
後
7

時
～
9
時
/
5
月
2
5
日
(
日
)
、
午
前

9
時
～
正
午

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ

対
象
=
高
校
生
以
上

内
容
=
▽
2
0日
・
:携
帯
電
話
の
危

険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
話

し
合
い
と
紙
芝
居
作
り
▽
2
2
日

・
:
子
ど
も
と
か
か
わ
る
た
め
の
話

題
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
▽
2
5
日
…
公
園
で
自
然
遊

び
を
す
る
た
め
の
準
備
と
話
し
合

い
申
込
=
当
日
直
接
会
場
ヘ
　
　
　

ー
い
ず
れ
も
-

申

・
問

先
=

青

少

年

事

業

係

電
話
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9
　
　
F
A
X

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1
r

徒
y
H

s
e
i
s
h
o
u
n
e
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

消
費
者
セ
ン
タ
ー
講
座

□
消
費
者
講
座
「
知
ら
な
い
と
損

す
る
金
融
商
品
の
選
び
方
」

日
時
=
5
月
2
8日
伽
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=

主
な
金
融
商
品
の
特
徴
や
危
険

性
、
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
学
ぶ

講
師
=
磯
村
元
史
氏

(
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

定
員
=
7
0人
(
4
月
2
8日
か
ら
先

着
順
)

□
消
費
者
通
信
大
学
「
暮
ら
し
つ

く
ス
ク
ー
ル
」
受
講
生
募
集

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

内
容
=
暮
ら
し
に
深
く
関

わ
る
テ
ー
マ
で
、テ
キ
ス
ト
に
よ

る
自
宅
学
習
と
講
義
な
ど
で
学
ぶ

通
信
制
の
講
座
(
表
1
)

定
員

=
7
0人
(
4
月
2
8日
か
ら
先
着

順
)

□
食
品
表
示
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
食

の
安
全
・
安
心
を
考
え
よ
う
～

日
時
=
5
月
3
0日
窗
、
午
後
2
時

～
4
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
食
品
表

示
を
テ
ー
マ
に
、消
費
者
・
事
業

者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
交
換
を
行
う
懇
談
会

定
員
=
4
0

人
(
4
月
2
8日
か
ら
先
着

順
)

-
い
ず
れ
も
-

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

申
込
=

電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

電
話
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

日
程
=
5
月
2
1日
南
、
午
前
9
時

～
正
午
(
開
講
式
)
、以
後
1
2月
ま

で
に
約
1
0回
(
原
則
、
平
日
の
昼

間
を
予
定
)

対
象
=
区
内
在
住

の
2
0歳
以
上
で

、
受
講
後
に
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る

意
思
の
あ
る
方

内
容
=
区
内
農

家
の
畑
で
の
実
習
な
ど
を
通
し

て

、
農
作
業
や
農
業
関
連
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
従
事
す
る
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成

定
員
=
1
5人
程

度
(
抽
選
)

費
用
=
実
費
負
担

(
衣
服
・
交
通
費
な
ど
)

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
自
宅

お
よ
び
平
日
の
昼
間
に
連
絡
可
能

な
電
話
番
号
を
明
記
し
、
区
へ

郵
送

期
限
=
5
月
9
日
脚
必
着

申
・
問
先
=
農
業
係

電
話
(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

郷
土
博
物
館
無
料
公

開
日
の
催
し

□
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
5
月
5
日
(
祝
)
、
午
前
1
1

時
・
正
午

内
容
=
足
立
区
郷
土

芸
能
保
存
会
加
盟
団
体
や
小
・
中

学
生
に
よ
る
お
善
子
の
演
奏

出

演
=
押
部
文
化
保
存
会
は
や
し
連
/

葛
西
ば
や
し
佐
野
保
存
会
/
高

砂
祭
囃
子
保
存
会

□
映
画
会

日
時
=
5
月
1
0
日
出
、
午
前
H
時

内
容
=
「
浜
出
祭
山
口
県
無
形

民
俗
文
化
財
」
(
4
0
分
)
…
古
式
装

束
の
氏
子
の
大
名
行
列
を
始
め
、

神
事
、
宮
座
が
見
ら
れ
る
7
年
に

一
度
行
わ
れ
る
下
関
市
内
の
祭
り
　
　
-

い
ず
れ
も
-

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・

問
先
=
郷
土
博
物
館

電
話
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

講
座
「
あ
だ
ち
N
P
O
力

レ
ッ
ジ
～
N
P
O
・
C

B
入
門
編
～
」
(
2
日
制
)

日
時
=
5
月
1
7
日
出
・
2
4
日
田
、

午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
=
N
P

O
や
住
民
に
よ
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
福

祉
・
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

地
域
を
豊
か
に
す
る
N
P
O
活
動

や
、住
民
が
展
開
す
る
地
域
事
業
　

「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
(
C

B
)
」
を
解
説
す
る
講
座
講
師

=
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
ほ
か
定
員
=
1
5
人
(
4
月
2
6

日
か
ら
先
着
順
)
申
込
=
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
E
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
(
持
っ
て
い
る
方
の

み
)
、
「あ
だ
ち
N
カ
レ
～
入

門
」
を
連
絡
期
限
=
5
月
1
4
日
区

必
着
場
・
申
・
問
先
=
N
P

O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
(
午
前
9

時
～
午
後
8
時
、日
・
月
曜
日
休

館
)
電
話
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
電
話

(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

n
p
o
-
s
c
@
a
d
a
c
h
i
.
n
e
.
j
p

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

□
ゆ
め
広
場

日
時
=
5
月
1
0
日
出
・
1
7
日
田
、

午
後
2
時
～
4
時
(
入
退
場
自

由
)
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
こ
ど
も
科
学
館
対
象
=
中

学
生
以
下
(
小
学
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
)
内
容
=
▽
1
0
日

・
:
樹
脂
ね
ん
ど
工
作
▽
1
7
日
・
:

迷
路
で
遊
ぼ
う
申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ
問
先
=
管
理
調
整
係
　
　
電
話

(
5
2
4
2
)
8
1
6
2

表1 消費者通信大学「暮らしっ
くスクール」日時等

※ いずれも、時間は午後7 時～8 時30
分

※ 2 月に「修了記念講演会」を予定
していま謬

少年少女合唱団
第39回定期演奏会

日時=5 月11日(日)、午後2 時
(午後1 時30分開場) 場所=
ギャラクシティ・西新井文化
ホール 申込= 当日直接会場へ
問先= 文化支援係

03880- 5986

見
ど
こ
ろ

ナ
ビ

ゴールデンウィークに
身 近 な 公 園 に

行ってみませんか

□
北
三
谷
公
園

3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
砂
場

や
恐
竜
の
す
べ
り
台
の
ほ
か
、
壁
の

ぼ
り
や
ネ
ッ
ト
の
ぼ
り
が
で
き
る
複

合
遊
具
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
の
方
で
も
「
足
・
腰
・
肩
」
な
ど

全
身
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
健
康
器
具
が
あ
り
、
ど
な

た
で
も
楽
し
め
る
公
園
に
な
っ
て
い

ま
す
。
問
先
=
東
部
公
園
管
理
事

務
所
　
電
話
(
5
6
1
6
)
8
8
3
7

□
北
鹿
浜
公
園

公
園
の
中
に
は
、
交
通
広
場
が
あ

り
、
ミ
ニ
列
車
や
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物
が
あ
り
ま

す
。
※
交
通
広
場
は
午
前
9
時
開

園
。
交
通
遊
具
の
貸
し
出
し
は
9
時

3
0
分
か
ら
で
す
。
ミ
ニ
列
車
(
木
・

金
・
土
・
日
曜
・
祝
日
の
み
)
の
受

け
付
け
は
1
0
時
か
ら
で
す
。
乗
り
物

は
一
部
有
料
。
問
先
=
北
鹿
浜
公

園
事
務
所

電
話
(
3
8
9
7
)
8
0
3
0

▲ 北三谷公園( 東和2- 13- 8)
□ 交通- 綾瀬駅 から東武バス
「東和二丁目」下車徒歩2 分また
は、亀有駅より徒歩15分

▲ 北鹿浜公園( 鹿浜
3- 26- 1)

□ 交通- 西新井
駅東口( コミュニテ
ィバスはるかぜ) で
「鹿浜都市農業公園
行き」で「北鹿浜小
南」下車徒歩2 分

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
第
6
回
竹
ノ
塚
診
療
所
「
患
者

の
集
い
」
4
月
2
6日
出
、
午
後
2

時
/
も
う
一
度
考
え
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
/
小
川
眞
広
院
長
・
山
本

義
信
副
院
長
/
定
員
4
0人
/
無
料
/

電
話
申
込
/
竹
ノ
塚
診
療
所
　

啻
(
3
8
8
4
)
5
4
5
1

☆
足
立
区
書
道
連
盟
5
0周
年
記
念

展
5

月
1
0日
出
～
1
3日
㈹
、午

前
1
0時
～
午
後
7
時

※
初
日
は

午
後
2
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

5
時
ま
で
/
書
道
作
品
展
/
5
月
H

一日
に
、
席
上
揮
毫
有
り
/
北
千

住
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0

ギ
ャ
ラ

リ
ー
/
無
料
/
当
日
直
接
会
場
へ
/

山
田
柊
翠

電
話
(
3
8
9
7
)
0
5
0
5

=
そ
の
他
=

☆
作
品
発
表
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
I
・

創
立
1
5周
年
「
現
代
日
芸
公
募

展
」
公
募
開
始

絵
画
、
工
芸
作

品
/
6
月
6
日
ま
で
受
け
付
け
/

記
念
特
典
あ
り
/
出
品
料
な
ど
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
/
得
上

電
話
0
4
8
(
9
7
9
)
1
3
5
3

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
1
0面
右
上
の
記
入
例
参
照



2008年( 平成20年) 4 月25日 あ だ ち 広 報 第1534 号( 11)

輝
け
あ
だ
ち
人

夢の舞台は世界

西
尾
晶
子
さ
ん
は
、
3
月
2
8
日

に
公
演
さ
れ
た
「足
立
区
オ
リ
ジ

ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
～
M
y
　

タ
ウ
ン
マ
イ
フ
レ
ン
ズ
t
o
w
n
M
y
f
r
i
e
n

d
s
～
」
に
一
般
公
募
で
参
加
し

た
一
人

。

「
も
と
も
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

が

好
き
で
よ
く
見
に
行
っ
て
い
ま
し

た

。
自
分
も
出
て
み
た
い
な
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
母
親
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者
募
集
の
話

を
聞
い
て

、
新
し
い
自
分
が
発
見

で
き
れ
ば
と
思
い

、
応
募
し
ま
し

た

」
と
語
る
西
尾
さ
ん

。
劇
中
で

は

、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
キ
ャ
プ
テ
ン
で

、
み
ん
な
か
ら

頼
ら
れ
る
役
を
演
じ
ま
し
た

。

「
1

月
か
ら
本
格
的
な
練
習
が

始
ま
り
、
な
に
も
か
も
が
新
鮮
で

楽
し
か
っ
た
で
す
。
も
ち
ろ
ん
辛

い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
大
好
き

な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
参
加
で
き
る

喜
び
と
、
年
下
の
子
た
ち
を
引
っ

張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
で

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
す
よ
う
に
、
実
際
に
も
、

自
分
よ
り
年
下
の
学
生
た
ち
を
ま

と
め
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
当
日
。
本
番
直

前
の
舞
台
裏
で
は
、
関
係
者
全
員

が
円
陣
を
組
み
、
「
い
く
ぞ
！
！
」

と
気
合
い
を
入
れ
、
い
ざ
舞
台

へ
。
客
席
は
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
。

「
幕
が
上
が
り
、
舞
台
か
ら
客
席

を
見
た
と
き
は
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
お
客
さ
ん
が
い
て
、
。失
敗

し
た
ら
ど
う
し
よ
う
"
と
急
に
不

安
が
よ
ぎ
っ
て
き
ま
し
た
」
。
し

か
し
、
そ
の
不
安
と
は
裏
腹
に
、

劇
中
で
は
見
事
に
役
を
演
じ
き

り
、
す
ば
ら
し
い
演
技
を
み
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

本
番
終
了
後
、
ま
だ
息
が
上
が

る
彼
女
に
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し

た
。
フ
や
っ
と
終
わ
っ
た
"
と
い

う
気
持
ち
と

。終
わ
っ
ち
ゃ
っ

た
"
と
い
う
気
持
ち
の
両
方
が
あ

り
ま
す
ね
。
新
た
な
自
分
を
発
見

で
き
た
し
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ

て
い
く
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
て
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
機
会
が
あ
れ

ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

「
将
来
の
夢
は
、
学
校
の
な
い

国
に
学
校
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
、
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
西
尾
さ

ん
。
自
分
探
し
は
こ
れ
か
ら
も
続

き
ま
す
。

西尾晶子さん( 大学2 年)

4
け
が
を
し
た
友
人
を
心
配
す
る
　

シ
ー
ン
(
中
央
)

▲ 熱演する西尾さん(左から2 人目)

「
足
立
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
～
M
y
t
o
w
n

M
y
f
r
i
e
n
d
s
～
」

…
一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
区
内

の
学
生
と
、
洗
足
学
園
音
楽
大

学
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
の
学

生
に
よ
る
、「
足
立
区
ネ
タ
」満

載
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

も
っ
と
身
近
に
!

区政
Q
&
A
身
近
な
地
球
温
暖
化

防
止
編

Q
足
立
区
環

境
基
本
計

画
は
、
ど
う
し

て
で
き
た
の
で

す
か
?

A
私
た
ち
の

地
球
に
、

気
候
変
動
に
よ

る
危
機
が
迫
っ

て
い
て
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
態
に
な
る
前
に
、
地
球
を
守
る

行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
た
め

で
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
地
球
温

暖
化
問
題
を
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
「
日

本
で
一
番
地
球
に
や
さ
し
い
ひ
と

の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
行
動
を
起

こ
し
て
い
き
ま
す
。

Q
区
役
所
内

で
は
、
温

暖
化
の
原
因
と

な
る
C
O
2
(
二
酸

化
炭
素
)
削
減
の
た
め
日
ご
ろ
か

ら
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
か
?

A
ク
ー
ル
ビ

ズ
や
ウ
ォ

I
ム
ビ
ズ
を
行

う
ほ
か
、
各
職

場
に
配
置
し
た
温
暖
化
対
策
推
進

員
を
中
心
に
、
使
わ
な
い
時
の
パ

ソ
コ
ン
は
こ
ま
め
に
電
源
を
切
る

な
ど
、
職
場
に
お
け
る
省
エ
ネ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本

庁
舎
内
の
ご
み
減
量
の
た
め
に
、

職
員
に
対
し
て
マ
イ
バ
ッ
グ
ーマ

イ
歉
の
使
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

Q
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
、
地

球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
あ
り
ま
す

か
?A

今
年
3
月
に
、
計
画
の
内
容

を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
ン
ガ
を

作
り
ま
し
た
。
小
学
校
や
町
会
・

自
治
会
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
中
に
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る

ヒ
ン
ト
集
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
マ
ン
ガ
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

Q
で
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ

と
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
よ

う
?A

例
え
ば
自

動
車
の
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
を
心
掛

け
た
り
、
マ
イ

カ
ー
の
使
用
を

控
え
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
た
り
す
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、環
境
を

守
る
た
め
に
省
エ
ネ
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
大
切
さ
を
、子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
ね
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
の
こ
と

を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
、み
ん

な
で
取
り
組
む
こ
と
が
こ
れ
か
ら

地
球
を
守
っ
て
い
く
上
で
、
と
て

も
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。

環
境
基
本
計
画
を
テ
ー
マ
に
し

た
マ
ン
ガ
(
地
球
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
が
載
つ
て
い

ま
す
)

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ　電話3880- 5815
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地域 の子育 て

支援者! 家庭福祉員(保育ママ)募集
子どもが好きなあなた! 　 足立

の子育てを応援してみませんか

家庭福祉員募集の申し込み・お問い合わせ
は、保育計画係へ　　3880- 5873
区のホームページアドレス
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p. /

家
庭
福
祉
員
っ
て

ど
ん
な
仕
事
?

保
護
者
の
方
が
働
い
て
い
る
な

ど
、
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
な
子

ど
も
を
、
家
庭
福
祉
員
の
自
宅
な

ど
で
日
中
預
か
り
ま
す
。集
団
保

育
と
は
異
な
り
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
る
仕
事

で
す
。

具
体
的
な
勤
務
内
容
は
?

対
象
児
童
=
生
後
5
7
日
目
～
3
歳

未
満
の
児
童
受
け
入
れ
人
数
=

お
お
む
ね
2
～
3
人
保
育
日
・

保
育
時
間
=
月
～
金
曜
日
の
午
前

8
時
か
ら
午
後
5
時
お
よ
び
土
曜

日
の
午
前
8
時
か
ら
午
後
2
時
。

延
長
時
間
(
時
間
外
保
育
)
あ
り

休
暇
=
年
次
休
暇
2
0
日
以
内
、
夏

季
休
暇
3
日
以
内
報
酬
=
保
護

者
か
ら
の
基
本
保
育
料
(
1
人
に

つ
き
2
万
4
千
5
0
0
円
雑
費
合
む
)

と
補
助
金
(
1
人
に
つ
き
お
お
む

ね
8
万
1
千
2
2
0
円
諸
雑
費
含
む
)

家
庭
福
祉
員
っ
て

ど
ん
な
人
が
な
れ
る
の
?

子
育
て
の
経
験
が
あ
る
方
、
ま

た
は
保
育
園
な
ど
で
仕
事
の
経
験

の
あ
る
方
で
、区
の
定
め
た
研
修

を
す
べ
て
受
講
し
た
あ
と
に
、試

験
結
果
を
も
と
に
家
庭
福
祉
員
認

定
委
員
会
が
審
査
し
認
定
さ
れ
た

方
で
す
。
足
立
区
で
は
現
在
、約
9
0

人
の
家
庭
福
祉
員
が
区
の
保
育

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

2
1年
1
月
開
業
予
定
の

家
庭
福
祉
員
(
保
育
マ

マ
)
を
募
集
し
ま
す

募
集
要
件
=
次
の
す
べ
て
に
あ
て

は
ま
る
方
・
:子
ど
も
を
育
て
た
経

験
や
保
育
士
資
格
な
ど
が
あ
り
、

子
育
て
に
熱
意
と
愛
情
を
持
っ
て

い
る
/
区
内
在
住
で
、
2
1年
1
月
1

日
現
在
満
2
5歳
以
上
6
2歳
以
下

(
定
年
は
6
5歳
)
/
同
居
親
族
に

就
学
前
の
児
童
が
い
な
い
、
ま
た

看
護
・
介
護
の
必
要
な
者
が
い
な

い
/
ほ
か
に
職
業
を
持
た
ず
、
子

ど
も
の
保
育
に
専
念
で
き
る
/
自

宅
ま
た
は
区
が
家
庭
福
祉
員
事
業

を
行
う
の
に
適
当
と
認
め
た
場
所

に
お
い
て
、
子
ど
も
を
預
か
る

間
、
保
育
室
専
用
に
使
用
で
き

る

。
9㎡(
6
畳
)
以
上
の
部
屋

が
あ
る
/
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
な

い
/
表
1
の
研
修
な
ど
を
受
講
で

き
る

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
=

家
庭
福
祉
員
(
保
育
マ
マ
)
申
込

書
を
持
参
※
申
込
書
は
保
育
課

で
配
布
、
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
し
込
み
期
限
)
5
月
3
0
日
(
金
)
必

着

利
用
者
が
用
意
し
た
お
弁
当
を

食
べ
ま
す

▲ 絵本タイム。家庭的な雰囲気で
落ち着いた時間を過ごします

表1 家庭福祉員( 保育ママ) になるまで

※
2
0
年
度
か
ら
保
育
室
の
要
件
　

が
次
の
と
お
り
、
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
。

▽
改
正
前
…
自
宅

▽
改
正
後
日
自
宅
ま
た
は
区
が

適
当
と
認
め
た
場
所

家
庭

福
祉員に

つ

い

て
聞
い
て
みま
し
た

家
庭
福
祉
員
制
度
を
利
用
し
て

い
た
妹
か
ら
の
紹
介
で
、利
用
し

始
め
、
2
年
が
経
つ
河
西
さ
ん
。

「
自
分
の
家
族
の
よ
う
な
感
覚

で
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
の
で
、

安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、以

前
は
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
片
付

け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

ご
飯
を
殘
さ
ず
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
し
た
の
は
、
家
庭
福

祉
員
の
方
の
お
か
け
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。い
い
先
生
に
出
会
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
、も
っ
と
家
庭
福
祉
員
の
方

が
増
え
る
と
、子
育
て
中
の
親
は

助
か
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

家
庭
福
祉
員
歴
1
1
年
、
梅
島
在

住
の
山
本
さ
ん
。
今
ま
で
2
5人
ほ

ど
の
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て

き
ま
し
た
。

「
あ
る
保
護
者
に
『
先
生
は
保

護
者
の
先
生
で
も
あ
り
ま
す
ね
』

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

押
し
付
け
で
は
な
い
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、子
育
て
に
自
信
が
な
い
保

護
者
の
背
中
を
押
す
よ
う
に
心
掛

け
て
い
る
の
で
、
う
れ
し
い
ひ
と

言
で
し
た
。
1
人
で
、
年
齢
が
異

な
る
複
数
の
子
ど
も
の
世
話
を
す

る
の
で
責
任
は
大
き
い
で
す
が
、

そ
の
分
、日
々
成
長
し
て
い
く
子

ど
も
の
姿
を
見
る
喜
び
も
大
き
い

で
す
。
過
去
に
預
か
っ
た
子
ど
も

が
、
訪
問
し
て
く
れ
る
の
も
う
れ

し
い
で
す
ね
」

利
用
者
の
声
(
河
西
さ
ん
)

▲ 利用者の河西さん親子

家
庭
福
祉
員
の
声
(
山
本
実
恵

子
さ
ん
)

▲ 家庭福祉員になって毎日子ど
もの笑顔が見られて幸せです
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世帯と人口 20年4 月1 日現在( 外国人含む) 世帯数: 308, 040 人口: 654, 466人( 男: 329, 728人, 女: 324, 738人)
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